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令和７年度事業報告令和７年度事業報告 マークの事業は一部共同募金の配分金を
受けて事業を実施しています。

法人運営
（1）理事会4回開催、評議員会２回開催、監査会1回開催
	 評議員選任・解任委員会1回開催
（2）会員増強推進
	 会員数（寄付含）	 5,699世帯	 金額� 2,800,376円
	 賛助会員数	 29事業所	 金額� 153,000円
（3）善意の寄付
	 金品	 21件� 631,723円
	 物品	 ９件

老人福祉センター（ホープ館）の管理運営
（1）老人福祉センター利用者数� 18,409名
（2）講座等の開催� ４講座　49回

法人後見事業
（1）司法書士による成年後見に関する個別相談会� １回開催
（2）成年後見普及啓発講演会（1/28）

デマンド交通「キラ輪号」の運行
（1）新規登録者数� 253名
（2）利用者数� 10,547名

日本赤十字社活動と共同募金活動
（1）日本赤十字社栃木県支部野木町分区事務局
	 ①日本赤十字社社員募集（５月）
	 　募金総額� 2,844,320円
	 ②災害等による被災地への義援金等の受付
	 　義援金総額� 9,076円
（2）栃木県共同募金会野木町支会事務局
	 ①赤い羽根共同募金運動（10月）
	 　募金総額� 2,602,128円

障がい児・者福祉の推進
（1）視覚障がい者朗読CDの作成と貸出

在宅福祉サービス事業
（1）配食サービス事業
	 配食数　　　　2,272食� 配食ボランティア数　43名
（2）外出支援サービス事業　移送回数� 50回
（3）福祉機器（車いす）貸出事業　貸出件数� 69回 
（4）�災害時における支援活動・災害ボランティアセンター設

置に係る整備
	 ①災害ボランティアセンター運営に係る資機材の整備
	 ②�野木町災害ボランティアセンター設置・運営マニュ

アルの検証
	 ③野木町社協職員災害対応マニュアルの検証
	 ④災害ボランティア活動ガイドブックの検証
	 ⑤事業継続計画（災害時及び感染症版）の検証
	 ⑥�災害ボランティアセンター運営に関する研修会への

参加
	 ⑦�県境4市町社協の災害支援担当職員定期情報交換会の

開催
	 ⑧災害ボランティアセンター運営訓練（1/17）
	 ⑨StockYardのぎの周知

地域包括支援センター事業
（1）総合相談支援� 5,118件
（2）介護支援専門員定例ケア会議の開催� ４回
（3）介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント� 4,123件
（4）出張講座の開催� 38回（532名）
（5）エンディングノート「結び帳」の配布� 298冊

生活支援体制整備事業
（1）生活支援コーディネーターの設置
（2）生活支援体制整備事業「協議体」会議� １回開催
（3）地域支え合い会議� ２回開催
（4）地域支援活動の担い手育成講座（３/４）
（5）ふれあいサービス（住民参加型在宅福祉サービス）事業� 266件

ふれあい福祉総合相談
（1）総合相談
	 心配ごと相談	 ４件�
	 法律相談	 46件
	 介護・高齢者相談	 317件

第２期野木町地域福祉計画・地域福祉活動計画の進捗管理
（1）野木町地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会�１回開催
（2）地域ふくし座談会� ２回開催

居宅介護支援事業
（1）居宅介護支援事業（ケアプラン作成）� 1,043件

高齢者福祉の推進
（1）ひとりぐらし高齢者の交流事業� １回
（2）高齢者と子どもの交流事業� ２回
（3）老人ペタンク・老人レクリエーション大会の開催
（4）スマホ教室の開催� ４回

生活支援・資金貸付事業
（1）日常生活自立支援（あすてらす）� 827回
（2）生活福祉資金特例貸付フォローアップ支援� 192件
（3）社会福祉金庫貸付� ６件
（4）地域（子ども）ふくし・思いやりプロジェクト� １回
（5）フードドライブ事業の実施� 65件

ボランティア活動
（1）ボランティアの登録　　11団体　　　　 個人� 53名
（2）ホームページの開設
（3）ボランティア保険加入数
	 活動保険　　428名� 行事保険　1,106名
（4）学童・生徒のボランティア活動普及事業の推進
	 ①小学生ボランティアスクールの開催（７/23～７/24）
	 ②ボランティアサマースクールの開催（８/18～８/22）
	 ③福祉教育推進連絡会議の開催� ３回
	 ④地域福祉新聞の発刊� １回
	 ⑤学校における福祉教育支援活動� 10回
（5）ボランティア活動の支援
	 ①初心者向け傾聴講座� 全３回
	 ②初心者向け手話講座� 全５回
	 ③初心者向け朗読講座� 全５回

地域福祉啓発活動
（1）ふくしのつどい� 来場者234名
（2）社協情報誌「ぽけっと」の発刊� 年４回
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令和７年度　令和７年度　決算報告決算報告
資 金 収 支 計 算 書

貸 借 対 照 表

事 業 活 動 収 支 計 算 書

（単位：円）
事業活動収入 192,107,213
事業活動支出 192,293,195
事業活動資金収支差額 △ 185,982
施設整備等収入 49,200
施設整備等支出 2,736,570
施設整備等資金収支差額 △ 2,687,370
その他の活動収入 7,361,150
その他の活動支出 6,647,080
その他の活動資金収支差額 714,070
予備費支出 0
当期資金収支差額 △ 2,159,282
前期末支払資金残高 13,492,780
当期末支払資金残高 11,333,498

（単位：円）
サービス活動収益 191,845,278
サービス活動費用 202,823,348
サービス活動増減差額 △ 10,978,070
サービス活動外収益 217,215
サービス活動外費用 54,060
サービス活動外増減差額 163,155
経常増減差額 △ 10,814,915
特別収益 26,450
特別費用 1,000,002
特別増減差額 △ 973,552
当期活動増減差額 △ 11,788,467
前期繰越活動増減差額 3,977,158
当期末繰越活動増減差額 △ 7,811,309
基本金取崩額 0
その他の積立金取崩額 6,500,000
その他の積立金積立額 42,792
次期繰越活動増減差額 △ 1,354,101

（単位：円）
資産の部 負債の部

流動資産 23,589,830 流動負債 12,323,764
固定資産 154,345,641 固定負債 78,286,600

負債合計 90,610,364
純資産の部

基本金 1,000,000
基金 66,461,401
国庫補助金等特別積立金 1,037,629
その他の積立金 20,180,178
次期繰越活動増減差額 △ 1,354,101
純資産合計 87,325,107

177,935,471 負債・純資産合計 177,935,471

自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日 自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日

令和８年３月31日　現在

4月

善意の寄付善意の寄付 ありがとう
ございました!！
ありがとう
ございました!！

・中山　盛次　様 …………………………………… 2,383円 
・匿名　様 ………………………………………… 100,000円
・渡邉会計事務所　様 ……………………………… 50,000円
・フクダ工業株式会社　様 ……………………… 100,000円
・匿名　様 ………………………………… 切手（10,201円分）

・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
……………………………………………………… 8,888円

・匿名　様 …………………………………………… 3,040円
・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
 ……………………………………………………… 8,888円

5月

3



　生活支援体制整備事業では、高齢者をはじめとするすべてのひとが地域とのつながりや生き
がいを持ちながら暮らしていけるよう、さまざまな活動の支援をしていきます。
　この「みつけた！地域のつながり」のコーナーでは、地域等における個人や団体等の実際の活動
事例をシリーズでご紹介し、地域にある支えあい活動の輪を広げていきたいと思います。

！みつけた
地域の
　つながり 

17

！みつけた
地域の
　つながり 

17

高齢化にともない、買い物に不便を感じる方々は年々増えています。

年齢を重ねるにつれて車の運転が難しくなったり、重い荷物を持つことが負担になったりすることで、買い物が大

きな課題となる場合があります。

買い物を家族やヘルパーさんにお願いできる方でも、実際に自分の目で見て、選んで買い物をしたり、ちょっとした

会話の楽しみもあり、介護予防にもつながる大切なことかもしれません。

こうした中、地域の買い物手段としてさまざまな移動販売車（移動スーパー等）の取り組みがあります。移動販売車

は自宅などに定期的に訪問し、生鮮食品や総菜、日用品などをその場でお買い物ができます。

また、移動販売車は、買い物支援だけでなく、買い物の利用者と触れ合うことで、ちょっとした異変などに気づきや

すく、いざというときは、関係機関との連携もとれる役割もあるでしょう。

「重い食材の買い物のときはタクシーを利用しているが、移動販売は近くまで

きてくれるので助かる」「ご近所さんとお話ししながらの買い物は楽しい」と

いった声も聞かれます。

このように移動販売車は、地域の高齢者の「支え手」の一つとして、暮らしを支

える役割を担っています。

高齢化が進む中で、誰もが安心して暮らし続けられるうえでも、こうした支援

の重要性はますます高まっていくと考えられます。

「買い物難民がゼロになる日を目指して」

自分で選ぶ楽しさ

　令和８年５月19日、第21回えんじゅクラブ野木ペタンク
大会が丸林中央公園で開催されました。晴天の中、町内10
クラブの会員が参加され、ペタンク競技を実施し熱戦が繰
り広げられ、楽しく交流が深められました。
　選手の皆さん、暑い中お疲れさまでした。

えんじゅクラブ通信

潤島福寿会B

卯ノ木クラブA

潤島福寿会A

第21回
えんじゅクラブ野木
ペタンク大会
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令和８年度  野木町社会福祉ボランティア連絡協議会
全体会／全体研修会

事例発表を行ったのは、小山市乙女で子ども食堂
「寺古屋」を運営している２人の女性スタッフのみな
さん。ところで、「子ども食堂ってどんな所なの？」。
こども食堂とは、無料または安価で食事を提供する地
域の居場所。さて、その具体的な活動は？「寺古屋」
は 2024 年９月に、スタッフ３人でスタート。きっか
けは、貧困で思うように食事をとれない子供たちや共
稼ぎで忙しい親たちにほっとする時間を提供し、明る
い家庭を築く手助けをしたい気持ちから。現在、毎月
２回開催され、今ではスタッフ６人になり、保育士や
女子中学生などがボランティアで参加し、地域の輪が
広がり始めました。プロジェクタースクリーンには、
季節のイベントに合わせ恵方巻やちらし寿司を作り、
近所の土手でヨモギを子どもたちと一緒に摘んで、ヨ
モギ餅を作っている様子が映し出されました。昨年９
月で１周年を迎え、最近は食育をモットーに近所の畑
でとれた野菜で料理を心掛けているとのこと。ジャガ
イモやタマネギの収穫の様子の動画には、子どもたち
のあふれんばかりの笑顔がありました。「こども食堂
を始めて嬉しかったことは、苦手な料理を食べられる
ようになった子や食器の片づけをできるようになった
子など、子どもの成長を見られたこと」と話すスタッ
フたちも笑顔。そして、「ありがとう。これからも百
年続けてください」というメッセージを受け取った時
は、スタッフ一同温かい気持ちになったそうです。さ
て、その喜びは何故起きるのでしょう？ボランティア
とは、「誰かのため」だけではなく、実は自分のため
にもなるのでは？だから、笑顔をもらえるのでは？
そこで、ボランティアの原点を、今一度考えてみ

ましょう。ボランティアとは、「自発的な意志に基づき、
見返りを求めず、他人や社会に貢献する行為」。そう
いう行為は、昔は自然なご近所付き合いで行われてい
ました。でも現在は、年齢を問わず一人暮らしが増え、
個人情報の保護が厳しくなり、顔の見える人間関係が
難しくなってきました。そんな社会の中で行われるボ
ランティア活動は、やはり「お互い様」という気持ち
で人とのつながりを持たなければなりません。
そこで、会場に集まってきたボランティアの方々

に、今の活動を見直し、さらなる発展につながるよう
情報交換会をすることにしました。
まずは、８つのグループに分かれ、各自、付箋に

記入し、模造紙に貼り付けていきます。記入する項目
は、①「これから挑戦したいこと」②「現在の活動で誇
りを持っていること」③「今の講演を聞いての感想」。
次は、各グループで情報交換。会場内は真剣な表情と
笑いが交差し、熱気を帯びてきました。参加している
皆様は、それぞれ手話や点字や朗読、そして傾聴など
素晴らしいボランティア活動をされています。その誇
りある活動を見直されたでしょうか？最後はギャラリ
ーウォーク。各自、他のグループを回り、「これいいな、
頑張れ」と思ったら、「イイネシール」を貼っていき
ます。イイネシールを貼られた中には、「子ども食堂
のお年寄り版を開きたい」という希望もありました。
今回の全体研修会は、子ども食堂について学び、

情報交換会では、今活動しているボランティア活動を
見つめ直し、改めて、そのことに誇りを持ち、次の新
たなステップに繋がるいい機会ではなかったのではな
いでしょうか……。

「心つないで」「心つないで」  ～ボランティア活動事例発表と情報交換会～～ボランティア活動事例発表と情報交換会～  
（全体研修会）ボランティア取材レポート　走辺　寿美子

４月25日、町老人福祉センター（ホープ館）に47名の町のボランティア仲間が集い、町社会福祉ボラン
ティア連絡協議会の全体会・全体研修会が行われました。　
全体会では、萩原紀男会長より令和７年度の１年間の活動が報告され、令和８年度の事業計画と、新た

に会長に就任された長谷川祐二会長をはじめ新役員が紹介され承認されました。

　　　　　　　　　　　　　事例発表者：子ども食堂「寺古屋」

5



車いすを
 ご利用ください

TEL：57-3100

【お問い合わせ（申請）先】
野木町社会福祉協議会
野木町友沼 5840-7

　町内在住の日常生活で車いすを必要とする
方のために、無料で車いすを貸出します。

【利 用 料】

【貸出期間】

無料

１回の貸出期間は２ヵ月以内となり
ますが、延長される場合は、１年以内
とさせていただきます。

エンディングノート

「結び帳」を配布します。

エンディングノート

「結び帳」を配布します。
むす ちょう

　このノートは、高齢者等の皆さまが人生を振り
返り、ご自身の情報や希望等をまとめ、残してお
くものです。
　これからもご自身らしく過ごしていく証しを
記してみませんか。ご希望の方は下記よりお申し
出ください。

野木町地域包括支援センター
①本センター TEL：57-2400
　（町総合サポートセンターひまわり館内）
②サブセンター TEL：23-2200
　（町老人福祉センター内）又はTEL：57-3100

●無料配布
●配布場所・お問合せ先（平日の8:30～17:15）

お金や手続きのことで
困っていませんか？

　あすてらす（日常生活自立支援事業）とは、福祉サービスの利用や、生活の管理に困っている方の生
活やお金の管理をお手伝いする制度です。
　まだ利用するか決めていなくても大丈夫です。あすてらすの制度について話を聞きたいでも大丈夫です。
　ご家族の方からのご相談も受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

□ 福祉サービスを利用したいけど、
 どのように手続きしたらよいか分からない
□ 書類の手続きが難しい
□ 大切な書類や通帳、印鑑をどこにしまったか
 分からなくなってしまう
□ 生活費の使い方、お金の管理が心配

契約後は

●福祉サービス利用の
　お手伝い
●日常的なお金の出し
　入れのお手伝い

１回（1 時間まで）

1,500 円
※以降は 30 分ごとに

　500 円加算となります

月額 500 円

お手伝いの内容 料　金

●大切な書類や印鑑
　などのお預かり

こんなことで困っていませんか？ 利用するのにお金はかかるの？

あすてらすにご相談ください

野木町社会福祉協議会（あすてらすのぎ）　 野木町大字友沼5840-7  TEL:57-3100
相談・問い合せ先

※生活保護を受けている方は、利用料が免除されます
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　老人福祉センターホープ館で見つけた、素敵な皆さんをご紹介するコーナー！
ここをのぞけば、ホープ館がもっと身近に感じられるかも？
　社協では、地域のボランティアサークルさんと連携しながら、地域づくりを進
めています。
　今回は、町社会福祉ボランティア連絡協議会に所属する「野木ニューモラルク
ラブ」さんが、アリスとテレスのみなさんや野木町立野木中学校の生徒のみな
さんと一緒に行うジャガイモ掘りに参加してきました♪

　私たちニューモラルクラブは、「道徳で人と社会を幸せに」していくこ
とをコンセプトとして活動しています。私たちは、1993年に発足しまし
た。モラルの仲間と共に奉仕活動・友沼小学校での活動・児童養護施設
「アリスとテレス」の子供達との楽しいジャガイモ掘りなどを行っていま
す。子供達とのふれ合いは10年目を迎える事ができました。
　私たちニューモラルクラブは、心づかいの大切さを学びながらこれから
も社会貢献をしていく努力を続けてまいります。

野木ニューモラルクラブ　長濱　きの

道徳で人と社会を幸せに

ホープ館図鑑に掲載していただけるヒト・団体募集中！ホープ館窓口までお気軽にお問合せください♪

ホープ館
図鑑 No.３

～野木ニュ
ーモラルクラ

ブ～

「おれんじカフェ」とは、認知症の方やその介護をされて
いる方、認知症に関心がある方など、誰でも気軽に利用
できる憩いの場です。認知症に関すること、日頃の悩み
や思いなどをみんなで共有してみませんか？

お互いの思いを共有したり、情報を交換し合うことで、
仲間づくりや励まし合う場を開催します。一人で抱え	
こまず、あなたの思いをお話してみませんか？

【場　所】　野木町総合サポートセンター （ひまわり館）
【申し込み】　不要、出入りは自由

【場　所】　野木町総合サポートセンター（ひまわり館）
【対　象】　�認知症の方のご家族、介護されている方、

介護経験のある方
【時　間】　午後２時30分～４時
【内　容】　情報交換、談話、相談
【申し込み】　必要

【日　時】　7月29日（水）９時30分～11時
【場　所】　野木町老人福祉センター（ホープ館）
【定　員】　�先着15名
【内　容】　認知症についての講話、相談など

日　時 内　容 講　師
８月20日（木）
10時～11時30分 脳トレ 生活支援

コーディネーター

９月11日（金）
10時～11時30分

認知症の方への
対応方法

特別養護老人ホーム
虹の舎職員

10月13日（火）
午後１時30分～３時

認知症のお薬や
お薬の管理ついて

スミレ薬局EST
薬剤師

※10月から開催時間が変更になっていますので、ご注意お願いします。

開催日 アドバイザー

  7 月 6日（月）
  ９月 1日（火）
11月 6日（金）

茨城西南医療センター病院　
認知症看護認定看護師

おれんじカフェおれんじカフェ

出張カフェ出張カフェ

認知症  家族のつどい認知症  家族のつどい

問合せ先
申　込

問合せ先

申　込
問合せ先

野木町役場　健康福祉課 高齢対策係	 ℡ 57-4173
野木町地域包括支援センター	 ℡ 57-2400

野木町地域包括支援センター
℡ 57-2400

野木町地域包括支援センター
℡ 57-2400

とコラボ

特別企画特別企画　　
小学生ボランティア小学生ボランティア
チャレンジスクールチャレンジスクール

特別企画の詳細は、
裏面をご覧ください

予約必要予約必要ですです
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７月28日（火） 9:00〜16:00

福祉とふれあう体験DAY

手話・点字・朗読
車いすなどの福祉体験

７月29日（水） 9:00〜16:00

おでかけ交流DAY

おれんじカフェのみなさんと一緒に認
知症について学ぼう！デイホーム風の
さんぽ道へ訪問して交流しよう！

７月30日（木） 9:00〜15:00

学びを形に！まとめDAY

町に置くベンチとまとめを作ろう
※10月開催予定のふくしのつどい

にて掲示予定

就労支援施設「むつみの森」の
作業を体験

社会福祉法人
野木町社会福祉協議会

〒329-0101
栃木県下都賀郡野木町大字友沼5840-7（ホープ館）
TEL.（0280）57‒3100　FAX.（0280）57‒3101
●企画・編集／野木町社会福祉協議会
令和８年６月25日発行

対　象  町内在住の小学生とその保護者
　　　　　　（小学生のみでも可）
日　程  8/8（土）　10：00～12：00
場　所  ホープ館（町老人福祉センター）
参加費  無料

内　容  アイロンビーズ・モルック体験

定　員  
各プログラム20名
定員を超えた場合抽選となります
申込方法  
各二次元コードから申込
または直接窓口（ホープ館）まで

参加決定通知  ・小学生向け ７月16日ごろに詳細をお送りします。
  ・中学生以上向け ７月末ごろに詳細をお送りします。
申込期間　　　　　　　　　 6月29日（月）～7月10日（金）

対　象  中学・高校・大学・短大・専門学校生
参加費  無料　※昼食各自持参
その他  

●�8月18日、19日、20日の体験先は希望
に応じて選択できます。複数施設での体
験も可能です。

●�希望多数の場合、抽選とさせていただき
ます。

夏の夏のボランティアサマースクールボランティアサマースクール
参加者募集！！参加者募集！！

❶ 小学生ボランティアチャレンジスクール

❷ Onedayボランティアスクール

❸ ボランティアサマースクール
内容・日程・場所  

8月17日（月）
9:00～15:30

〇ホープ館
　手話・点字・朗読・車いす体験など
　福祉用具体験会

8月18日（火）
9:00～15:30

〇障がい分野　社会福祉法人
　　　　　　　パステル

8月19日（水）
9:00～16:00

〇児童分野　　新橋児童館

8月20日（木）
9:00～16:00

〇高齢分野　　介護老人保健施設
　　　　　　　ひまわり荘

8月21日（金）
9:00～12:00

〇ホープ館
　ふりかえり・修了式　修了証をお渡しします。

対　象
町内在住の小学３年生～６年生

場　所
ホープ館（町老人福祉センター）他

参加費
1,500円（昼食代含む・参加当日にお支払いください）

見て！聞いて！体験して！

親子でわくわく！福祉体験DAY

福祉の仕事をのぞいてみよう！

主催
・

問合せ先
野木町社会福祉協議会　町老人福祉センターホープ館内
TEL：57-3100　FAX:57-3101　受付時間：8時30分～17時15分

申込みは申込みは
こちら！こちら！
▼︎▼︎

申込みは申込みは
こちら！こちら！
▼︎▼︎

申込みは申込みは
こちら！こちら！
▼︎▼︎

内容・日程
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おかげさまで

地域のみなさまとともに歩み、
　　　　　　150 号を迎えました。

社協情報誌ぽけっと

ぽけっと創刊号から 28年
創刊号を彩った山本由紀枝様に
再び表紙を飾っていただきました。
地域のみなさまとつながり、歩んできた
150 号にぴったりな、やさしくて
あたたかなぬくもりを感じる華やかな作品です

ぽけっとの由来
「ぽけっと」の由来はご存じですか？
ポケットに手を入れるとさまざまなものが入って
いて温まるように、読む人にとっても、たくさん
の情報がぎゅっと詰め込まれた、温かい情報誌に
なってほしいという想いがあったとか…

「社協情報誌」の歴史をたどる

これまでも、これからも。
地域のみなさまに愛される“ぽけっと”であり続けられるように

1988年11月
社協だより
創刊

1994年7月
社協だより
18号

1995年2月
社協だより
Vol.20

　　　　　　　1998年4月
すまいる
Vol.32

ぽけっと
創刊号

2004年4月
ぽけっと
61号

2010年4月
ぽけっと
85号

B5サイズ・
モノクロで

スタートしました！
A4サイズに
なりました

デザインを
変更しました

社協だよりが
「すまいる」に改称

野木町ボランティア
センター情報誌
「ぽけっと」が創刊

社協・野木町
ボランティアセンター
情報誌へ統合

野木町
社会福祉協議会
情報誌へ

ぽけっとは創刊号からカラー！
当時は珍しかったとか

６年間
並行して発行！

地域のみなさま
ひとりひとりの力で
支えられています

祝!

★統合後は、誌名は「ぽけっと」を継続しながらも、通巻番号は「すまいる」の体系を引き継ぐ形となり、従来の広報誌の歴史を継承しています。



社会福祉協議会のホームページを
リニューアルしました！

これからも地域のみなさんとともに。
今後とも、社会福祉協議会の活動にご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。

社協は、これからも地域のみなさんとつながり、必要な情報を分かりやすくお届けし、
みなさんの暮らしや活動をつなぐ広報誌を目指していきます。

もっと身近に、地域の情報を

より見やすくなりました！歴代ぽけっと
（※平成24年度から）も見られます！
ぜひご覧ください

https://www.nogi-shakyo.or.jp/

最新情報や、イベント、活動の様子をお届けしています！
講座のご案内など、身近な情報を発信していますので、ぜひ、
フォローをお願いします♪

ボランティアさんのご協力で、広報紙等のデイジー録音CDの
貸出を行っています。詳しくは社協までお問い合わせください。

公式ホームページは
こちらから！

広報ぽけっとの音声データが
ホームページでも聞けるようになりました！

SNS でも情報発信中！
フォローをお願いします！

野木町社会福祉協議会

野木町社会福祉協議会
老人福祉センターホープ館

地域包括支援センター
＜本センター＞

＜サブセンター＞

〒329-0101
栃木県下都賀郡野木町大字友沼5840-7
TEL：0280-57-3100　FAX：0280-57-3101

〒329-0101
栃木県下都賀郡野木町大字丸林582-1
町総合サポートセンター　ひまわり館内
TEL：0280-57-2400　FAX：0280-57-1117

老人福祉センターホープ館内
TEL：0280-23-2200

@nogishakyo @nogi_shakyo

アクセス・お問い合わせ

野木町社会福祉協議会
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木
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